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第４回予防業務優良事例表彰の受賞について 

 

 

 

 

 

 

１ 受賞した取組み 

  「他機関と連携を強化！不明火災ゼロへ向けた取り組み」 

 

２ 取組の内容 

（１） 火災調査技術支援アドバイザー制度の導入 

    消防庁消防大学校火災調査科等を卒業した高度な専門知識を備えた職員を中

心にアドバイザーとして指名、すべての火災に出向できる体制を整えた。これに

より、火災調査の指揮、関係機関との調整、火災調査現場で担当職員に実況見分

や火災原因判定の方法を直接指導、助言することが出来た。 

（２） 栃木県産業技術センターと連携し、分析機器を用いた鑑識、鑑定の実施 

    火災調査を科学的に行うには X 線透視装置やガスクロマトグラフ質量分析計

等の分析機器を使用し、調査方針を裏付けることが必須である。このため、栃木

県産業技術センターが所有する分析機器をアドバイザーが研修を受講し、実際に

使用することで、科学的に調査方針を確立できる環境を構築した。 

（３） 成果 

   職員全体の意識の改革、調査技術及び調査書類作成能力の向上につながった。ま

た、分析機器を用いることで火災調査が高度化し、迅速かつ科学的に調査方針を確

立することができ、総合的に火災原因を判定できた。 

結果として、火災の原因が不明の割合を減らすことが出来た。 

 

 

 

 

 

 

 

 芳賀地区広域行政事務組合消防本部の火災調査における取組が、総務省消防庁が

実施する「第４回予防業務優良事例表彰」の優良事例として評価され、優秀賞を受

賞しましたので、お知らせいたします。 

 なお、栃木県内の消防局・消防本部では初の受賞となります。 

芳賀地区広域行政事務組合消防本部 

芳賀地区広域行政事務組合消防本部 予防課 

TEL 0285-82-8706 

FAX 0285-83-3746 

Email: fdhayobouyobou@hagakouiki.jp 

 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４回予防業務優良事例表彰について 

 

１ 目的 

  消防庁長官が、各消防本部の予防業務の取組のうち、他団体の模範となる優れたも

のについて当該消防本部を表彰し、予防部門のモチベーション向上を図るとともに、

広く全国に紹介することにより、予防行政の意義や重要性を広く周知し、各消防本部

の業務改善に資することを目的とする。 

 

２ 表彰の対象者 

  予防業務の取組のうち他団体の模範となる優れたものを行っている消防本部。 

 

３ 募集内容 

  平成３１年１月１日から令和元年１２月３１日までの間に各消防本部で力を入れた

予防業務の取組を中心に他団体の模範となる優れた事例（１消防本部１事例まで）。 

 

４ 応募状況及び選考結果 

  応募４５団体中、４団体が「消防庁長官賞」、当本部を含む１０団体が「優秀賞」。 

 消防庁長官賞 岡山市消防局 甲府地区広域行政事務組合消防本部 仙台市消防局

（４団体）  横浜市消防局 

 優 秀 賞 糸魚川市消防本部 川崎市消防局 喜多方地方広域市町村圏組合消防

（１０団体） 本部 京都市消防局 郡山地方広域消防組合消防本部 徳島市消防局 

名古屋市消防局 芳賀地区広域行政事務組合消防本部 福岡市消防局 

四日市市消防本部 

 

５ 審査方法 

  一次審査  

予防業務優良事例表彰事務局（消防庁予防課） 

  二次審査 

   選考委員 

    委員長 小林 恭一  東京理科大学研究推進機構総合研究院教授 

     委員 重川 希志衣 常葉大学大学院環境防災研究科教授 

        関澤 愛   東京理科大学研究推進機構総合研究院教授 

        吉田 敏治  全国消防長会事務総長 

        米澤 健   消防庁次長 

        長尾 一郎  消防大学校消防研究センター所長 

 

 

 


